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29psu の、しかも40℃近い塩水の中で 
多くの水生昆虫が生息していた！ 
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1. Stratiomys （ミズアブ科）幼虫 
2. ミギワバエ科幼虫 
3. ミギワバエ科蛹 
4. ハナアブ科幼虫 
5. ユスリカ科幼虫 
6. マルヒラタガムシ成虫 
7. ヒラタガムシ属幼虫 



相対頻度上位（平均2%以上）の種（写真） 
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1. Catacombas obtusa  2. Dickieia soodensis  
3. Halamphora luciae  4. H. sp. 1  5. H. subholsatica   
6. Mastogloia pumila  7. Navicula arenaria   
8. N. phylleptosoma  9. Nitzschia frustulum 
10. Pseudostaurosira brevistriata   
11. Staurosira venter  morphotype 1  
12. S. venter  morphotype 2  13. Tabularia parva 



普段田んぼに触れていない学生たちも 
田んぼの生きものの復元のための調査結果に驚きの様子が見られた 



冬の田んぼにも多くの昆虫が棲息している 



8月16日 

11月26日 
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元屋敷浜 

Survey of Aquatic Organisms by Volunteer Citizens 
in the Rice Paddies Struck by the Tsunami 



■　　　田んぼの土壌調査

調査した人の名前； アレフふゆみずたんぼＰＪチーム
調査日時　　　 スコップで掘りあげた土のスケッチ（または写真）

調査した田んぼ

■　土壌の調査
作土の厚さ（cm） 25 ｃｍ
作土の色 青・ 灰・ 褐・ 黒・ その他（　　） 18ｃｍ

土性（粒径組成） 粘土質・中間（壌土質）・砂質 柔らかい

作土の下の層の色 青・ 灰・ 褐・ 黒・ その他（　　）
トロトロ層の厚さ（cm） 9 ｃｍ

田面水の濁り 強い・弱い・無し

田面水の濁りの色 赤色・茶色・灰色・緑色・その他（　　　）

7ｃｍ

固い層

低地土（沖積土）

黒ボク土（火山灰でできた黒い土壌）

台地の土壌

2006年10月16日
月形町若槻氏有機水田　ＮＥ

土壌，田面水その他の
特徴

＊作土層の下：茶色＋黒＋鉄

＊根は18ｃｍまで

18－25

9－18

0－9

土壌の種類（参考）

＊イトミミズ：１２ｃｍの所

＊サンプルは3箇所

トロトロ層：
９ｃｍ





連作障害激発土壌 連作障害抑止土壌 ぼかし肥料 



Dr.ソイルによる土壌成分の調査を行うNPO法人田んぼの研究員 



津波に被災したどの地域の田んぼにもNPKなどの多量要素、 
Mg,Mn,Ca,Fe, などの微量要素が十分に存在することが分
かっている 



2010年5月 

2011年4月28日（復元前） 2011年8月25日（復元後） 

2010年10月 

気仙沼本吉町大谷のふゆみずたんぼによる抑塩成功例 
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寒風沢島元屋敷浜（2枚目水田：Ｂ）の土壌（作土層）

の塩分濃度 

寒風沢島の津波被害を受けた田んぼのふゆみずたぼによる抑塩 
津波により被災した田んぼの土壌の回復に関する調査（ＮＰＯ法人田んぼ） 

         



市民参加（ボランティア）による人工物、有害物質の除去  

（化学的方法ではなく）水を使用した生態的方法による塩分除去 
＝ふゆみずたんぼを活用した復元 

東北大学・NPO法人田んぼによる継続的な比較調査（モニタリング） 
＝市民参加型の調査活動 

各団体のニュースレター、ウェブサイトやソーシャルメディアを 
通じたボランティア呼びかけ。情報公開と広報 

対象農家（水田）の選定 約５ヵ所を目標 
農家に対する土壌調査、生物多様性調査の講習を実施 

「ふゆみずたんぼ復元プロジェクト」の実施 
パイロットプロジェクトとして2011年4月中旬から実施 

津波やサイクロンによる塩害対策国際シンポジウム（仮称）の開催 
Rio+20、CBDCOP12、Ramsar COP1２などで成果発表 

STEP 1 

STEP 2 

STEP 3 

STEP 4 

STEP 5 

STEP 6 

STEP 7 







水田を核とた      
生物多様性アジア モデル 

CBD COP12 
2014年10月 

韓国・ピョンチャン 

水田決議および愛知目標の達成推進へ向けて 

田んぼの生物多様性10年プロジェクト 
エコ農業アジアの展開 2013年～ 

水田決議をにどう
活かすのか？ 

 水田決議円卓
卓会議の設置 

        

Ｃｖ 
世界農業遺産システム 

(GIAHS) 
未来への生きた遺産とし
て先進国日本に導入 

水田を核とした生物多様性エコ農業アジアモデルへのロードマップ 

Ｃｖ 

Ramsar COP 10 
Res.X31    
CBD COP10 
「水田決議」 

水田 

干潟 里地 

里山 湖沼 

川 

RamsarCOP12 
2015年6月ウルグアイ 

プンタ・デル・エステ 

世界防災会議

2015年 3月 

仙台 

ESD 世界会議
2014年11月 

名古屋・岡山 

生物多様性を育
む農業世界会議

ICEBA 

2014年11月 

大崎市  

日韓水田湿地自治
体ネットワーク

2014年  

日本開催 

化女沼周辺水
田の登録

2015年 

大崎市  

● 生物多様性自治体ネットワーク 
● アジア環境創造型稲作技術会議 
● 田めになる学校 東京大学 
● 農業生物多様性全国集会 

  Agro-Diversity  Conference 
● 世界農業遺産会議 
● おおさき生きものクラブ 
 

 
 

ふゆみずたん
ぼの世界農業
遺産登録へ

2015年 2014年3月 伸萠ふゆみずたんぼ 
10周年記念式典開催 大崎市 
 

第1回子供田ん

ぼ未来会議

2013    
11.30-12.1  
大崎市 

日韓生き物調査交流会 


